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歴史を身近に感じさせられるヨーロッパの

街並み。重苦しさと同時に、自分たちの祖先

の営みを自にせずにはすませ られない。そう

いった環境のなかで生活する住民たちの歴史

観を想像してみる。そこには国民性の違いと

いうような言葉だげではすませられない何か

があるのではないだろうか。

昨年11月末から20日間ほど欧州の修復現場

に実際にふれる機会に恵まれ、まず漠然と感

じたことは、時間の流れの違いと実質的に工

夫を凝らすゆとりの有無の違いである。

古いものを遣すということに対する関心は、

それを受け入れるとか反発するとかを含めて

あるのだと思う。遣すという前提の上で如何

に新しいものを取り入れていくかを考えるの

と、古いものは取り去ってしまって新しいも

のを完全なかたちで取り入れてしまうのと、

どちらが安易で簡単なことかは言うまでもな

い。しかし、自分たちがいまそこに存在する

という形跡を残すことは、人間として自然の
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欲求ではないだろうか。それが少なくなって

きた日本は、なにかが消えつつあるというこ

とだろうか。

しかし、どういう選択をするにしてもそれ

は人が決めることであり、やはり人間の問題

ぬきにして保存は考えられない。人を育てる

ということは、おそらく技術をたたきこむと

いうことではなく、選べる人問、判断できる

人聞を劃りだしていくことなのだと思う。い

ろいろあるものの中から最善とおもわれるも

のをセレクトしてゆける人聞を育てる、そし

て人を育てることにかける時間的なゆとりが

ヨーロッパでは感じられた。

折りよく今回の訪問では、デンマークの修

復保存技術学院での革製本の修復実技の授業

を見学させてもらえた。学生たちは、慎重に

サンプjレの革製本の解体 ・修復をすすめてゆ

く。皆それぞれ進み具合も出来具合も様々だ

が、講師の女性は一人一人に対して相談にの

りつつアドバイスをしてゆく。ちょうどその

日の午後は、学年末実習用に修復する本を王

立アカデミー附属図書館へ探しにゆくという

ことで、「何なんだろうjと思いつつ同行させ

てもらった。

図書館の一室には、所狭しと書棚に天井ま

で並べられた1800年代の革装丁の本がずらり

とあり、その中から学生たちは思い思いの本

を手に取りじっくりと検討する。自分が修復

するに値する本を値踏みしているかのようだ。

ある学生は修復しがいがないと言って手にし

た本を書棚にもどす。またある学生は内容が

おもしろくないと言って、これまた元にもど

してしまう。その本選びにその日の午後いっ

ぱいを使い、講師が二人それに付き添いで相

談にのっている。この面倒見もさることなが

ら、驚いたことには、この学生たちの学年末

実習用に修復する本を王立アカデミー附属図

書館が貴重な蔵書の中から提供しているとい

うことだった(もちろん修復後は図書館へ返

納される)。午前中の実習風景を見学していた

私は、他人事ながら、原書の修復を彼らにま

かせてしまって大丈夫なのだろうかと思わず

心配してしま う。しかし、こ ういう国や公共

機関の包容力が、次の世代をゆっくりと、し

かし着実に育ててゆくのかもしれない。日本

ではとてもこうはさせてもらえないだろうな

あ、と多少皮肉な感想を持ちつつこの情景を

眺めていた。

また、他に訪れた数カ所の修復工房で非常

に卒直に感じたことは、彼らは工夫するのだ

なあということである。そして自ら考え創り

だした自分の方法に自信を持っている。でな

ければ、あんなに嬉しそうに自分の仕事を語

れない。リーフキャスティングにしろぺー

ノマースプリ ットにしろ、別にそれが新しい技

術というものではなく長い歴史があり、その

中で改良を重ねられてきたものだ。日本では

何事に限らず完成されたものが要求されがち

で、作り上げられたものを取り入れてすませ

ようとしてしまうように思う。しかし、それ

では時代の流れに対応しうる改善は望まれな

し当。

さて、私個人として興味があったのは、今

の修復の技術をしかるべく保ってきた指導的

立場の修復家たちはさておき、彼らの次の世

代の若者たちがどのような所で、どのように、

何を考えて毎日努力しているのかということ

だった。残念ながら言葉の未熟のためにほと

んど伺も聞き合えなかったのだが、それぞれ

の場所に勉強している学生たち、そしてその

学生たちを指導したり、自ら工房で作業した

りしている若者たちが存在する。常に自分達

の意見を言い合える人聞が近くに存在すると

いうことが、自らの志を高めるのには必要な

ことなのではないだろうか。修復だけでなく

文書館をとりまく層を広げるためにも、日本

でもそういった養成機関、そしてその人材の

受け入れ機関が早く実現してゆけばと願う。

欧州での研修を終え、まだまだ日本は大変

な状況なんだなと思いつつ修復現場に帰り、

あらためて、ものに手を加えることの意味を

考えるとき思うことは、人間の手が加われば

そのものは手を加える以前のものとは全く同

じものではありえない。けれども、それは人



間の手によらなくとも自然の環境や時間の流

れに しても、物質を変化させていくというこ

とに関しては同じである。問題なのは、何の

ために、どういう要素を尊重しつつ、どのよ

うに手を加えるのかを決めることが人間の場

合にはできるし、その選択をしなくてはなら

ない ということだ。

元の姿をできるだけ復元する、あるいは見

た目の美しさを保つ、などもひとつの選択で

はあると思うが、数年来歴史史料の収集 ・整

理の現場に携わってきた自分としては、歴史

史料の場合、 何より一般の閲覧者(もちろん

50年100年先までも)が実物をじかに手にとっ

て見られるための保存であるべきだと考えて

いる。

公文書館から修復の現場に移って約 1年を

経て、毎日毎日作業に追われつつも、修理す

る文書群に着手し始めるとき、また一群の修

浬を終えてその仕上がりを見なおすとき、い

つも思うのは、この史料たちはこれからどう

いう扱いを受けてゆくものなのだろう 、果た

して この修復の方法は適切なものなのだろう

か、ということである。

文書をどういう形に生まれ変わらせるかは、

実際に手を加える我々が全てを決めるのでは

なく、本来、文書館の担当者たちとの共同協

議がもっと必要であるということを、いつも

強く実感する。残念ながら現在の状況では、

修理の対象となる史料群の処置詳細に至るま

で相互の意見交換のできる体制をもっ文書館

はそうは多くはないように思える。しかし、

どういう 修復の処置をするかは、たとえば

リーフキャスティングという技法ひとつを

とってみても多様の、また未知数の用途を含

んでおり、その使い方知何は、結果的にどう

いうものを期待するかが前提としてあったう
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えで検討されてゆくべきものだと思う。「もの

は使いようJと言う がまさにそれで、考える

ことなしに使うのは横着というものである。

繰り返しになるが、文書を修理するとき、

その文書にとって最善の処置をしたいと考え

ている。そして、どれが最善の処置であるか

は、文書の外観だけで判断すべきものではな

い。その文書を含む史料群の歴史的意義、そ

してその文書の今後の保管 ・利用などを考慮

した文書館側の担当者の意向が大きく関与す

べきものである。文書館から史料を引き取っ

てくるとき、そして生まれ変わった史料を無

事送り届けるとき、またその聞のプロセスを

通して、互いのコミュニケーションをもっと

実質的に深めてゆく責任を感じているし、そ

れは文書館で史料を扱う人たちにも同様に考

えていってほしい問題である。

史料保存に関わる人たち(文書館の人問、

修復の現場、そして様々な機会に関係する諸

機関)を取り巻く世界がこれから如何様にも

変わっていくものであることは、まだまだ日

の浅い私でも感じていることである。気楽な

立場だけに言わせてもらうならば、もちろん

欧米から学ぶべき技術や思想 ・理論は今の日

本の現状では多々あると思うが、日本が古来

から欧米にはない独自の文化を歩んできたよ

うに、やはり日本独自の保存理念といったも

のを確立させていかなければおもしろくない。

それには何より、それを実現させていく、よ

り多くの人聞が必要とされることであり、や

はり人の大切さを今の社会に訴えると同時に、

いずれ史料保存の次の一幕を担うべき Our

generationの奮起を、自分自身に叱略すると

ともに期待したいと思っている。
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